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④カマド跡の発見状況(南から) ⑤柱穴跡から見つかった灯明皿(西から)

町道156・176号線改良工事に伴う　入郷遺跡
に ゅ う ご う い せ き

　現地説明会資料　　2022年4月16日

⑥掘立柱建物跡と柱穴跡(北から)

　入郷遺跡は、九度山町入郷の、紀の川の浸食
しんしょく

により作られた台地
だ い ち

上にあります。かつて、畑地のための貯水場建設工事の際に、

縄文時代
じょうもんじだい

の石鏃
せきぞく

(矢じり)などのサヌカイト(讃岐石)製の石器
せっき

が採集される散布地
さ んぷ ち

として発見されました。

　今回の調査では、中世の人々が生活した痕跡(遺構
いこう

)が見つかりました(写真①②)。掘立柱建物跡
ほったてばしらたてものあと

と柱穴跡
ちゅうけつあと

(写真⑥)、中世土器
ちゅうせい どき

が

多く出土した土坑
どこう

(写真③)、カマド跡(写真④)、柱穴跡から土師器皿
は じ き さ ら

を使った灯明皿
とうみょうさら

(写真⑤)などを発見しました。また、普通の

集落跡で出土するような、生活雑器である土師器皿や瓦器碗
がき わん

・皿、煮炊具
に たき ぐ

である土師質羽釜
はがま

などが多く出土しています。一方
いっぽう

、当

時の高級品である中国製の蓮弁文
れんべんもん

青磁碗
せいじわん

の破片が十数点、見つかりました。その他、滑石製石鍋
かっせきせいいしなべ

の破片が2点出土しました。割れ

てしまった石鍋を加工して、温石
おんじゃく

(石を温めて懐炉
かいろ

として使用)にしたもののようです。

　この場所
ば し ょ

は、交通の要衝である、紀の川と大和街道を一望できる台地上にあります。また、高野山や慈尊院にも近く、中国製青

磁碗や鉢
はち

の破片が見つかっていることから、一般的な集落とは違う階層
かいそう

の人々が生活していたのかもしれません。
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